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  【請願趣旨】 
 次々販売や過量販売、詐欺などの悪質商法によって弱い立場にある多くの高齢者が
被害にあって深刻な生活破綻や多重債務に陥るなど、大きな社会問題になっています。 
この悪質商法に関係しているのが「契約書型」のクレジット（割賦販売）です。国民
生活センターによるとクレジット全体の２割にすぎないこの「契約書型」に苦情相談
の８割が集中しています。私たちは悪質商法をなくすため、「契約書型」クレジット
（割賦販売）がその温床にならず、消費者にとって安心して利用できるものになるよ
う割賦販売法の改正を強く求め、以下の通り請願いたします。 

 

  【請願事項】 
   １．顧客の支払い能力を超えるクレジット契約（過剰与信）ができないように、    

クレジット会社に対して実効性のある制限を設けてください。 
 

   ２．クレジット会社には、悪質商法にクレジットが使われないようにする義務 
    と、支払った代金の返還について販売業者と同じ責任を持たせてください。 
 
   ３．契約書型のクレジット業者にも登録制などの規制を設けてください。 
 

 名  前 住   所 

   

   

   

   

5   

   

   

   

   

10   

 ＊上記個人情報は本目的以外には使用しません。    
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消費者のための割賦販売法改正実現全国会議 

 
 
 

取扱団体［          ］ 


